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⻑野県 南信州 喬木村（たかぎむら）
場 所

基本情報

■人口︓6,039人 ■世帯数︓ 2,142世帯
■⾯積︓66.61㎢
■主な地域内の移動⼿段︓
⾃家⽤⾞、バス、タクシー

R4.11.30現在

特 徴

地理・交通 ⾞で、⾼速道路を利⽤して東京から4時間30分、名古屋から２時間、大阪から
４時間（リニア開通後は東京50分、名古屋30分）。

気候
（冬の様子）

 ⻑野県の中では⽐較的温暖な気候なこともあり、降っても積雪は10ｃｍ程
度ですが、シーズンに数回は雪かきが必要です。

 ⾞を持つならスタッドレスタイヤが必須です。

名 物

 いちご狩りが有名︕時間無制限＆練乳かけ放題︕
 食べ物（りんご、さくらんぼ、ブルーベリー、松茸、くりん豚等）
 花（くりん草園、氏乗の桜等）
 伝統工芸（阿島傘）
 児童文学者 椋鳩十（代表作「大造じいさんとガン」他）の出身地

教育・子育て

 保育所３園、小学校２校、中学校１校
 子育て支援拠点「こども学遊館」（子育てひろば、学童保育）
 先進的なICT教育の取組
 保育園児が定期的に英語に触れる環境
 出産祝⾦、⼊学祝品などお子様の節⽬にお祝い制度あり

移住の取組

移住⽀援制度
 住まいの支援…住宅⽤地取得補助⾦ 最大60万円

住宅新築補助⾦ 最大60万円
 その他、太陽光発電設置関連の補助⾦、空き家活⽤関連の補助⾦あり

担当からの
メッセージ

 上記以外にも住居や育児関連の支援制度を取り揃えております。ご不明な点
は、電話やメール、オンライン相談にてお気軽にご相談ください︕

連 絡 先
【喬木村役場 企画財政課】
電話︓ 0265-33-5129 喬木村移住・定住情報サイト →
E-mail︓ kikaku@vill.takagi.lg.jp

mailto:kikaku@vill.takagi.lg.jp




○リニア開通後は最も身近な長野県に。

○子育て世帯への手厚い財政支援がある。

○全ての保育所で週１回２時間の英語教育実施。

○小中学校では全国に先駆けたICT教育実施。



浜松へ９０分

2027年リニア中央新幹線開業予定
〜東京へ５０分・名古屋へ３０分〜

名古屋

東京

2020年代三遠南信⾃動⾞道開通予定
〜浜松へ９０分〜

長野県駅まで
約５分

都市部から

最も近い長野県
になる！



‣小学校 ２校
‣中学校 １校
‣養護学校 １校
＜参考＞
高校は4km以内に3校あり
（喬木村役場からの距離）

教育

‣保育所 ３か所
‣老人福祉施設 １か所
‣ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ(介護)１か所
‣ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ(障害)８か所

福祉

‣１月の平均気温 4.0℃
‣８月の平均気温 27.0℃
【長野地方気象台
令和２年観測地：飯田】

気温



●移住支援金
・単身世帯︓６０万円

・２人以上世帯︓１００万円

※移住元など諸条件あり

移住関連の支援制度例

●奨学金返還支援助成金
・奨学⾦返還額の1/3（消防団員は1/2）を助成します

新

●結婚新生活⽀援事業
・住居費と引越費⽤を合わせた経費を３０万円を上限に補助します

※所得要件（世帯で４００万円以下）、年齢要件（３９歳未満）



●住宅取得の支援
・住宅⽤地取得補助⾦ ︓６０万円以内（取得費の1/3を補助）

※村が⾏う住宅造成地を取得する場合は対象外

・住宅新築補助⾦ ︓最大６０万円 ※基本が２０万円で諸条件により加算あり

●空き家の活用
喬木村に定住したい方へ村の空き家情報を提供します
・空き家改修補助⾦ ︓５０万円以内 (工事費の1/2を補助)
・不要品処分補助⾦ ︓１０万円以内 (処分費の1/2を補助)
・木造住宅耐震補強事業︓１００万円以内 （対象経費の1/2を補助）

●環境対策の支援
・太陽光発電設置補助⾦ ︓１０万円以内 出⼒１０ｋｗ未満のもの
・蓄電システム設置補助⾦︓１５万円以内 太陽光発電によるもの
・太陽熱温水器設置補助⾦︓５万円以内 (設置費⽤の1/3を補助)
・⽣ごみ処理器設置補助⾦︓３万円以内 (設置費⽤の1/3を補助)

住宅関連の支援制度例



子育て関連の支援制度例

●出産祝金
・次代を担う児童の誕⽣をお祝いするため、出産祝⾦を支給する
︓１０万円／人（R4〜）

●医療費支援
・ 出⽣から１８歳までの医療費の⾃⼰負担を補助
︓窓口負担３００円 ※対象は保険適⽤医療費

その他、英語教育、ICT教育関連の取り組みも支援しています

●小中学生入学祝品支給
・小学校⼊学時に文房具等を支給
・中学校⼊学時に制服・通学カバン等を支給

新



英語教育_村内保育所３園で週１回２時間実施

関連して、小中学⽣向けに、英語検定などの検定費⽤補助も実施しています。

シャロン先⽣︓
カナダから来日、喬木村のALTとして活動後、外国語支援員として活動。
英語遊び、英語のふれあい（季節ごとのイベントなど）を実施中。



ICT教育

・2015年から全国に先駆けてICT教育の推進
・小中学校の生徒一人一人にPCを貸与
→ 家に持ち帰ってもらい、いつでも情報取得

・生徒一人一人のPCのホワイトボードで意見共有
→ いつも発言する子だけでなく様々な生徒の意見が可視化され生徒間で共有

される授業

電子黒板に反映される
生徒の意見

他校の生徒とのオンラ
インによるディベート



ICT教育

副次的な効果ですが・・・

小学生８９字／分 中学生１１０字／分

基盤となるタイピング速度の向上や文章力の向上も！

参考：平成25年の調査における全国中学生の平均速度は約１７字



～いつもの授業風景～

学校の場ではICT教育により、
急速に進む情報化社会を生き抜く力を養いつつ・・・

次頁へ



学校の場ではICT教育により、
急速に進む情報化社会を生き抜く力を養いつつ・・・



読み方は覚えていただけましたでしょうか？

「たかぎむら」

（喬木村）と申します。

ご不明な点は、お気軽にご相談ください。

【喬木村役場 企画財政課】
電 話：0265-33-5129
E-mail：kikaku@vill.takagi.lg.jp

mailto:kikaku@vill.takagi.lg.jp

